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小 麦 生 産 が 盛 ん な 群 馬 の 郷 土 食 。 地 域 に よ っ て オ ッ キ リ コ ミ

呼 び 名 に 違 い が あ る 。

＼.

:東京教区の名品・特産品:～群馬組おきりこみ/＼*/腿

キリコミ・ ニボウトなど
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聖
徳
太
子
が
創
建
さ
れ
た
と
伝
わ
る
奈

良
の
當
麻
寺
(
た
い
ま
で
ら
)
に
は
『
観
無
量

寿
経
』
の
内
容
を
表
現
し
た
約
四
メ
ー
ト
ル

四
方
の
巨
大
な
つ
づ
れ
織
で
作
ら
れ
た
国

宝
「
當
麻
曼
荼
羅
」
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す

(
現
在
、
東
京
国
立
博
物
館
特
別
展
「
法
然

と
極
楽
浄
土
」
で
展
示
中
で
す
。
六
月
九
日

ま
で
)
。
曼
荼
羅
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、

密
教
の
修
行
で
用
い
る
曼
荼
羅
で
は
な
く

番

浄
土
変
相
図
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち

極
楽
浄
土
が
説
か
れ
る
事
に
な
っ
た
因
縁

刊

や
極
楽
浄
土
の
光
景
・
観
想
法
な
ど
、
順
を

月

追
っ
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
作
ら
れ
た
絵
画

が
「
営
麻
曼
荼
羅
」
な
の
で
す
。
そ
の
精
巧

緻
密
な
織
り
方
か
ら
、
人
の
手
で
は
な
く

仏
・
菩
薩
の
力
に
よ
っ
て
織
り
上
げ
た
も
の

と
い
う
「
中
将
姫
伝
説
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

右
大
臣
藤
原
豊
成
の
娘
中
将
姫
は
、
容
姿
端

麗
で
才
能
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
継

母
の
恨
み
を
貿
い
、
つ
い
に
は
殺
害
さ
れ
そ

う
に
な
り
ま
す
。
継
母
の
手
下
は
、
命
乞
い

を
せ
ず
亡
き
母
を
思
い
、
極
楽
浄
土
に
往
生

す
る
事
だ
け
を
念
じ
て
読
経
を
続
け
る
中

将
姫
を
殺
め
る
事
が
出
来
ず
、
雲
雀
山
青
蓮

寺
に
か
く
ま
っ
て
も
ら
う
事
に
し
ま
す
。
後

に
、
父
豊
成
螂
は
雲
雀
山
で
中
将
姫
を
見
つ

け
邸
宅
に
連
れ
戻
す
の
で
す
が
、
継
母
の
仕

打
ち
の
責
任
は
自
分
に
あ
る
と
自
身
を
責

め
ま
す
。
そ
れ
ら
い
き
さ
つ
を
伝
え
聞
い
た

継
母
は
、
よ
う
や
く
自
分
の
犯
し
た
罪
の
重

さ
に
気
付
き
自
害
し
て
し
ま
う
の
で
し
た
。

中
将
姫
は
淳
仁
天
皇
の
後
宮
に
入
る
よ
う

懇
願
さ
れ
ま
す
が
断
り
、
亡
き
実
母
や
継
母

の
た
め
に
出
家
し
て
尼
僧
と
な
り
『
称
讃
浄

土
経
』
(
『
仏
説
阿
弥
陀
経
』
の
具
訳
)
千
部

書
写
を
果
た
し
、
さ
ら
に
は
生
き
た
ま
ま
極

楽
浄
土
を
拝
見
し
た
い
と
願
い
ま
す
。
あ
る

夜
、
老
婆
が
夢
枕
に
現
れ
蓮
を
集
め
る
よ
う

に
言
い
ま
す
。
中
将
姫
は
蓮
糸
を
紡
ぎ
、
そ

の
糸
で
「
當
麻
曼
荼
羅
」
を
一
晩
で
織
り
上

げ
た
の
で
し
た
。

今
回
は
、
當
麻
曼
荼
羅
の
内
容
で
あ
る
『
観

無
量
寿
経
』
が
ど
の
よ
う
に
当
時
の
人
々
の

心
を
打
っ
た
の
か
、
人
間
の
実
相
と
は
何
か

解
説
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
法
話
終
了
後
、

永
代
経
法
要
に
向
け
て
の

お
み
が
き
清
掃
奉
仕
を
行
い
ま
す
。
お
手
伝

い
頂
け
る
方
は
作
業
し
や
す
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
尚
、
十
一
日
十
一
時
～
境

内
草
刈
り
を
行
い
ま
す
。
昼
食
準
備
の
都
合

出
、
前
日
ま
で
に
善
巧
寺
(
〇
四
八
-
七
三
四
l

七
六
六
○
)
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

◎
五
月
十
一
日
(
土
)

午
後
二
時
～
三
時
半

於
法
輪
会
館

『
當
麻
曼
荼
羅
(
た
い
ま
ま
ん
だ
ら
)
』

～
中
将
姫
の
伝
説
～
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酋
》
牡
寺
削
信
料
総
永
代
経
法
要

緑
眩
し
き
候
、
総
永
代
経
法
要
の
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。

お
浄
土
に
往
生
さ
れ
た
方
々
の
ご
遺
徳
を
偲
び
つ
つ
、
仏
さ
ま
が
常
に

共
に
あ
る
事
を
味
わ
わ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う

五
月
十
九
日

(
日
)

法
要
『
仏
説
阿
弥
陀
経
』
(
於
本
堂
)

引
き
続
き
法
話
「
必
ず
ま
た
会
え
る
世
界
～
極
楽
浄
土
」

十
二
時
半

親
驚
聖
人
像
修
復
記
念
法
要
『
重
誓
弱
(
律
西
)
』

報

(
於
聖
人
像
前
雨
天
時
本
堂
)

寺

午
後
一
時

終
了

法
輪
会
館
で
お
斎
弁
当
を
配
布
い
た
し
ま
す

※
庫
裏
内
装
修
繕
中
に
付
き
、

規

模

縮

小

で

行

い

ま

す

。

準

ノ

《

善

備
の
都
合
上
、
同
封
の
ハ
ガ

キ
に
出
欠
の
有
無
と
参
拝
人

刊

数
を
記
入
頂
き
、
五
月
十
三

日
(
月
)
ま
で
に
ご
投
函
の
程
、

月

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

]

普
令
春
日
部
だ
よ
り
秦
普

③
時
期
移
転
よ
り
三
十
余
年
、
徘
巧
寺
も
さ

す
が
に
あ
ち
こ
ち
修
繕
が
必
要
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
事
も
あ

る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
何
卒
ご
容
赦
賜
り
た

く
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
去
る
四
月
二
十
七
日
、
築
地
本
願
寺
親
鸞

聖
人
御
誕
生
八
五
○
年
・
立
教
開
宗
八
○
○

年
法
要
、
善
巧
寺
団
体
参
拝
と
し
て
十
四
名

の
参
加
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
築

地
本
願
寺
で
の
大
き
な
法
要
で
し
た
が
、
ご

参
拝
頂
い
た
皆
さ
ま
の
お
陰
で
無
事
勤
め

ら

れ

ま

し

た

。

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

◎
国
立
博
物
館
で
開
催
中
の
「
法
然
と
極
楽

浄
土
」
展
は
一
見
の
価
値
あ
り
で
す
。
是
非
。

越谷・北千住

春
日

東武動物公園

武
里

イ

下
車
七
分

東
武
線
コ
ノ
割
」
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